
「キャリア×STEAM」の学習の捉え

R05.05.08 全校教育研究会（教科会）



令和５年度の附属長野中の研究の概要
2

目指す生徒の姿 豊かな社会を切り拓こうとする自立した学習者

全校研究
テーマ 「キャリア×STEAM」の学習による、新たな価値を創造できる資質・能力の育成

研究の重点１（【教科等の本質】に迫るために）

問題発見・解決の過程において、各教科等の「見方・考え方」を働かせ、学んでいることや学んだことの意味や
価値を自覚することができるようにする

研究の重点２（【学びの本質】に迫るために）

現代的な諸課題に向かう中で、自分の可能性や価値を認識し、社会に生かそうとすることができるようにする

本校で育成を目指す“新たな価値を創造できる資質・能力”
「各教科等で育成を目指す資質・能力」を土台とした資質・能力
ア 問題発見・解決能力（各教科等の「見方・考え方」を自在に働かせ、本質的な問いを見いだすこと）

イ 批判的思考力（多面的・多角的に考察し、よりよい解決方法を見いだすこと）

ウ 自分のよさや可能性を認識し、その力をさらに伸ばしたり、社会に生かそうとしたりする力
（自己の生き方を尊重できること、他者を尊重し多様な他者と協働できること、社会貢献したり持続可能な社会を創造しようとしたりすること）

【教科等の本質】 各教科等の資質・能力を身に付けていくこと

【学びの本質】 各教科等の枠を超えて、自ら「見方・考え方」を働かせて、物事を問い続けたり、追究したりして学び続けていくこと





「キャリア×STEAM」の学習の捉え
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R05.04.21 伊藤 学司 戦略官 講演会資料より

あさひのプロジェクト

あさひのユニット

目指す生徒の姿

本校の研究推進の
有用性につながる

全校研究テーマ



「キャリア×STEAM」の学習の捉え（案）
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各教科での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科
横断的なアプローチを通して、社会の中で自分の役割を果たしながら自
分らしい生き方を実現していく過程を具現する学習

（STEAM教育のアプローチでキャリア教育のねらいを具現する学習）

教科等の本質
重点１

教科・アプローチ
Disciplinary

１つの教科
各教科等の「見方・考え
方」を働かせて、資質・能
力を身に付ける

通常授業
（通年）

プル・アプローチ
Thematic・Interdisciplinary

２つ以上の教科
共通のテーマの学習を通し
て、生徒の中に潜在する教
科横断的な視点を引き出す

【教科横断型】
あさひのユニット
（５・９・２月の３回）

学びの本質
重点２

プッシュ・アプローチ
Transdisciplinary

全ての教科
生徒自らが教科横断的な視
点をもって探究する

【社会参画型】
あさひのプロジェクト

（通年）

【STEAM教育のアプローチ（教科横断的なアプローチ）】

※参照：松原憲治・高阪将人「資質・能力の育成を重視する教科横断的な学習としての STEM教育と問い」科学教育研究 vol.41 No.2,2017



「キャリア×STEAM」の学習の捉え（案）
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R05.04.21 伊藤 学司 戦略官 講演会資料より

「STEAM教育」と「教科等横断的な学習」の違いは？

R05.04.21 伊藤 学司 戦略官 講演会資料より

ChatGPT（友として）
に質問してみる



「キャリア×STEAM」の学習の捉え（案）
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教科横断は、複数の教科を組み合わせた学習を行うことで、多角的
な視点での学習や統合的な知識の習得を目指します。例えば、社会科
と国語を組み合わせて、小説や映画を通じて歴史的な出来事を学ぶこ
とができます。

一方、STEAM教育は、科学や技術、芸術などの分野を統合的に学ぶ
ことで、実践的な学びや問題解決能力、クリエイティブな思考力を育
成することを目的としています。例えば、プログラミングやロボット
制作などを通じて、自ら考え行動する力を養うことができます。

つまり、教科横断は教科の枠を超えた学習を目指し、STEAM教育は
科学、技術、工学、芸術、数学の分野を統合的に学び、問題解決能力
やクリエイティブな思考力を育成することを目的としています。

「STEAM教育と教科横断の違いは？」に対するChatGPTの回答



「キャリア×STEAM」の学習の捉え（案）
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・多角的な視点での学習や統合的な知識の習得すること
・実践的な学びや問題解決能力、クリエイティブな思考力を育成すること

各教科での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための
教科横断的なアプローチを通して、社会の中で自分の役割を果たし
ながら自分らしい生き方を実現していく過程を具現する学習

（STEAM教育のアプローチでキャリア教育のねらいを具現す学習）

「教科・アプローチ」と
「プル・アプローチ」に
よる学習で具現できれば、
全校研究テーマに迫るこ
とができる



STEAM教育のアプローチについて
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STEAMの各分野を
教科として見ない！

教科等横断的な視点は必須！
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